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市 長 挨 拶

越谷市長

板 川1 文 夫

ただ今ご紹介いただきました越谷市長の板川でございます。本日、このように日頃からまちづくり

に関心をお持ちの多数の皆さんにご参加をいただき、心から感謝を中し上げます。

皆様のあすに向けたまちづくりの熱意を十三分に感じ、その期待に応えられるよう、さらに気の引

き締まる思いであります。

また、本日基調講演をいただきます田村明先生、パネリス トとしてご出席をいただきます岸井隆幸

先生、野島正也先生、山田知子先生、澁谷俊雄先生、そして青木玲子先生には、都市計画、生涯学習、

社会福祉、自然環境、男女共生などそれぞれの専門分野のエキスパートとして日々大変なご活躍をさ

れております。

そのお忙 しい中にもかかわらず、ご快諾をいただき、本日ご指導賜 りますことに心から深 く感謝を

申し上げます.

また、本フォーラムを共催していただいております越谷40運営委員会委員長の青木様をはじめ、越

谷40運営委員会の皆様、ご後援をいただいております越谷市コミュニティ推進協議会の皆様には、日

頃から市政に何かとご理解、ご協力をいただいており、深く感謝を中し上げます。

越谷40運営委員会委員長の青木様には、後ほど主催者としてご挨拶をお願いしたいこ考えておりま

すが、今年は越谷市が市制を施行 してから40年 日という節日の年にあたり、越谷40運
=委
員会の皆様

のご協力のもと、数々の市制40周 年記念事業・行事が開催 されてお りますこ本三■
~ま
ちづ くり

フォーラム」もその1つ の事業であり、本市のあすに向けたまちづくりについて、市長 二行政が共に考

える機会にしたいということで開催をさせていただいたものでございます。

市では既にご案内のとおり、西暦2000年 をスタートとする「第3次総合振興計画_ ~II,1本年度か
ら本格的に取 り掛かる所存であります。この計画の策定にあたりましては、 ~言 f.ラ I_■ 含頭に進
めてまいりたいと考えております。

このため市内13地区において「まちづくり会議」を行いますが、市民の皆T豪 ,]I ―■二三二もこの会
議にご参加をいただきまして、それぞれの視点からご提言やご意見をいただき、二■

~t」
=に実り

ある第3次の総合振興計画を市民と行政が一体となって策定して参りたいと考■ 11こ  ま丁 _

皆様には、本日この「まちづ くリフォーラム」が、あすに向けたまちつ ( ・
~二 :´]=三 ア|と なる

ことを願うとともに、市民の皆様一人一人が「越谷に暮らしてよかった三二
=■
lIF■ まらの創造

に向け、努力してまいります。

終わりに、皆様の一層のご健康とご活躍をお祈 り申し上げ、挨拶ときてて .´ f´[=Ff― ありがと

うございました。
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基 調 講 演 (要旨)
テーマ「あすに向けたまちづくり」
地域政策プランナー、法政大学名誉教授

田 村   明

40年前と今の比較

越谷市が市制を始めた昭和 33年 は、神武以来

初めての日本が戦後の高度成長を始めた時期で、

都市の住み方の一つとして「団地族」という言葉

が生まれた。また「神風タクシー」が、めちゃく

ちゃな運転をしていたし、「フラフープ」がは

やっていた。その翌年に「ダッコちゃん」人形を

みんな腕に抱かしていた。昭和 33年 に、在来線

で一番早かった「つばめ」を抜 く「こだま」が走

り出した。ただし新幹線ではなく、新幹線ができ

たのはその 6年後であった。昭和 33年 12月 1日

には「1万円札」が発行され、これは戦後のひと

つの大きな区切りであったという感じがする。こ

の 40年間の変化は大変なもので、とくに、この

40年間は変化の激しい期間であった。

越谷市が市制をしいたころには 5万人そこそこ

の人口であったが、現在は 30万人へと増加した。

少し数値を見ると、全国で鉄道を利用した人間

の動きは、昭和 33年 ぐらいから現在までに大体

総量が 6倍になっていて、6倍は大したことはな

いかもしれないが、他の数値を見るともっとはっ

きりしている。車の保有台数は 65倍へ、現在携

帯電話は普及しているが、個人と事務所を含めた

電話数は約 20倍である。このようにあらゆるも

のが変化をしてきたが、これからは量的な変化か

ら質的な変化をしていくだろう。

通信の関係では、インターネットを使うと世界

中の情報が行き交っている。それまでは世界の情

報がわかるというのは大変なことで、今は実際に

行 くこともできる。40年前だったらワール ド

カップをフランスでやるといっても、日本人では

関係者以外には行かないだろう。渡航も制限があ

り、外貨を持ち出せないし、特別な人間でないと

出られなかった。今はパリに往復 8万円で行け随

分安くなり、今はそれほど苦労なく海外に行けら

れるご時世になった。

街というものは、非常に動き回っている人たち、

世界中どこでも狭くなった人たち、行きたければ

どこへでも行ける人たち、そして生活の内容が全

く変わってしまった人たちが住んでいる所だ。そ

ういう人達が結集すると人「1が変らないでも、中

身は大きく変化をするЭ生活の仕方を見ても、

40年前は畳の生活をしていたが、今は畳の部屋

が一つもないという家もある。まして人口も急増

したのだから変化は累来的に大きい。

「あすに向けたまちづくり」にはどのように変

化をしていくかを読み取らなければいけない。今

はいいことがすこし先はよくないかもしれない。

「団地族」という言葉が生まれた昭和 33年 の 3

年前に住宅公団ができた。住宅公団で初めて鉄筋

の住宅を提供することになり、今は鉄筋と言って

も何も驚かないが、その頃は鉄筋の建物ができた

というと大変なことであった。しかし、ある人は

その時に鉄筋のスラムができてしまうと警告して

いた。その頃、鉄筋は立派な建物だから、原理的

にいうと120年 もつということにな=て 、・たが、

今は古い住宅団地はスラム化して'‐ 1も :⊃がたく

さんあり、当時の人はそんなここま言たていな

かった。その頃は街を美し (´ 三'二 τ
=こ
とは

とんでもない話であったが、二ヽ.I'■
=再
ン(する

ことは当たり前の時「tて ,1
これからどのよう 1更 ■ 1´

~́r  ~´‐予測の
つかないこと|ま た (` _チ モ ー[:‐ i二 =ご 三まいろ
いろと言うが、 そ ~ニ イゴ  1_‐ r ´f「―-1斉評論
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あったとしても、その土地からは離れられない。

一つの地域の中でだんだんとこの土地が街によさ

そうだ、そこで人間が集落をつくり、村をつくる、

そして次第に街や都市になるという過程をとる。

最初に住み出した理由は、災害はあっても、住む

にいい街だったからで、そういう場所を選んで育

ててきたものが土地である。

越谷市は40年前にいきなり街ができたわけで

はなく、その前から街ができ、越谷という名前が

ついたが、今日まで進んできたのはやはり土地が

あるからである。土地のことをよく知らなければ

いけない。梅雨があるからいやだと言うが、梅雨

がなければ日本の稲作農業は成立しなかった。梅

雨が日本列島に大きな恩恵を及ぼしていることは

事実で、もし空梅雨で米がとれなかったら日本が

成り立たないという時期はたくさんあった。時代

をかけて街は蓄積するが、一番基盤にあるのは自

分たちの風土なので、あすを知るためには基本的

な風土を知らなければいけない。

そして、その上に歴史が築かれてゆく。どのよ

うな歴史が築かれてきたか、それはその風土を利

用して、そしてその中でどういった生きざまをそ

の人たちがやってきたかという住民たちの歴史が

あるわけである。そこには悩みや苦しみ、楽しみ

も喜びもある。そういうものをきちんと知ってお

くことが次に重要である。歴史的に特に有名でな

くても、どのような暮らし方をしてきたのかがそ

の場合の歴史である。それが記憶の中に蓄積され

ることが重要である。我々はみな記憶を持ってお

り、そういう記憶をどこか頼りにしながら生きて

いるところがある。都市も同様で、もし記憶がな

い人間がいたら記憶喪失症という病気であるが、

都市の場合でももし記憶がなければ半分病気であ

る。その記憶を基にし、あるものは大切にしなが

ら蓄積して、その上に街を築いていくことがこれ

からのまちづくりである。

未来のことを考える場合は、過去を振り返って

みる。未来を読めなくても、過去は調べるとわ

かってくる。越谷市の40年間のことをたどるこ

とはできても、40年先の2038年 にどうなってい

るか、はっきり予測できる人はいない。でも、そ

れに向けてまちづくりをしていかなければいけな

い。わからなくてもそういう方向に動いて、今か

ら必要なことをやらなければならない。自分の息

子や孫あるいはひ孫が、考え方を受け継いでやっ

てくれればいいわけで、もちろんその時代によっ

て変えるところは変え、基本的にはこういう考え

方でやってきたということが次々と伝達をされて

いく、そこがまちづくりの楽しいところである。

こういう自分たちの風土や歴史、その中に何ら

かの誇り、自分たちはこんな街に住んでいたんだ

なと、辛いことも含めてそこに誇りが生まれる。

誇りが生まれないとまちづくりは始まらず、未来

の街は築けない。今までやらなかったことがわ

かってきて、なかなかいいなと思うようになる。

あるいは自分の力が少しでも加わって街が少しで

もよくなると、余計に愛情も誇りも出てくるだろ

う。そういうものを繰り返すことで、街は形成さ

れていく。そういう人たちがどのくらいその街に

住んでいるか、またどれだけのことをしていくか、

これらが累積である。

越谷は急に発展をしたため、物づくりに追われ

ていたけれども、それが本当に将来に対して残っ

ていく物、誇りになる物、そして自分たちがそこ

に愛情を持てる物、こういう物をこれからどれだ

け蓄積していけるか、ということがあすに向けた

まちづくりの鍵になるだろう。そういう意味では

まちづくりは物語であって、古い物を生かし、新

しい物も加わり、そしてそれらが我々の生活の中

にどのように絡まっていくかというストーリーを

描いていくことであろう。

それでは今までのまちづくりを少し反省してみ

ると、昔は物があることだけでも価値があった。

ところが、街で物を使うのは市民で、道路、広場、

公営施設、ホールなどを使う立場から考えてみな

いと街というのはおかしいということになった。

我々はこういう生活をするのだから、こういう道

路が必要だ。あるいは、道路があるけれども車が

うるさいから車を通さないで人間の通りにしよう、

というようなことが出てくる。

住むという視点から問題をとらえ直してわかる

ことは、当たり前のことがあまり当たり前ではな

かったということである。

しかし、日本も遅ればせながら住まいを考える
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分でもっと気持ちよく住めるという部分が抜けて

いるのではないか、これからの日本はそういうこ

とで頑張るべきだ、とOECDからレポートが出た。
日本はその後随分よくなり、アメニテイの問題、

人間の住み心地のよさということが問題になるよ

うになった。あすに向けたまちづくりの中では、

ただ物をつくるのではなく、人間の生活、そして

人間にとって気持ちのよさ、心地よさ、ゆたかさ、

真のゆたかさが必要であるという時代にますます

なっていくだろう。

私は、住み心地よき都市、あるいは住むにいい

都市だけではなくて、「住むに値する街」をつく

るべきだと考える。この街に住んでいてよかった、

住むだけの値打ちがあるな、そういう街にすべき

ではないかと思っている。住むに値するためには

どうするかというと、人から全部与えられたもの

の中で住んでいるのではなく、住むに値する条件

をつくるために自分も何かしらのことをやること

が住むに値する街だろう。物でもそうで、せっか

くいい物ができたけれども、後の使い方や、管理

が悪い、使う人がこんなものができてと言ってい

たら、金をかけた物だっていい物にはならない。

住んでいる人が、もっとここをいいものにしよう、

よりいい使い方をしよう、そういうことにならな

いといい街はできない。

まちづくりだけではなく、「まちづかい」が必

要ではないか。つまりどうやってそこを使ってい

くか、どうやって管理し運営していくか、日常的

なものも全部含めた、いわゆるソフトも含めたも

のが平仮名の「まちづくり」で、「まちづかい」

はまちづくりの中の一つの分野である。こういう

住むに値する街をつくっていくことがこれから大

きな課題になる。そのためには、市民たちも自分

たちも努力をしていき、それが累積されてくる、

そういう街ではないかと考える。

アメニティは、自然に与えられてつくられるわ

けではなく、自分たちもその中で本当に必要だと

思い、それに対して努力をしてこそ生じる。この

頃日本の街でもいろいろなところに花を植えたり、

みんなの努力できれいにすることが行われるよう

になった。それは決して税金のお金できれいにし

ているわけではない。1統一性があるわけではない

が、きれいにみんながやっている結果、その通り

全体が素晴らしくきれいになっている。もし、税

金をかけてやれば、街路にするだけでも金も時間

もかかり、今度は職員を雇って一生懸命きれいに

しなければならない。一見したところはきれいに

なるが、やはり何かよそごとである。大通りはそ

れでいいにしても、管理に金がかかる。みんなが

それぞれ楽んでこそ結果としてやったものは、金

をかけずにきれいになり、そういうものがまさに

アメニテイであるし、住むに値する街をつくって

いるのである。

バブル経済末期の頃、一人当たりの国民所得を

見ると、日本はイギリスの約倍であった。ところ

が、倍という感じではなく、私が見るところ、向

こうの方がはるかに豊かなものがたくさんあった。

ハイゲート・ウッズを歩いたときに、小さな水

飲み場があった。約 100年 ぐらい前のコールリッ

ジという詩人の詩が小さく書いてあり、それには

「ここへ来た人たち、どうぞこの水をお飲みなさ

い。そしてここで静かに耳を澄ませると、ハチが

ブンブンいったり、風の音も聞こえるでしょう。

どうぞそういう声を聞きなさい」と、これはコー

ルリッジの詩であるけれども、ここの森を愛する

人たちより、というのがその水飲み場の寄付者で

ある。今は残念ながらここの森は広くても、車が

あるから耳を澄ませると車の音がする。けれども、

雰囲気はとても静かな森である。例えば、ベンチ

が寄付してあり、みんな形の決まったがっしりし

た木のベンチで、背中のところに小さく「この森

を愛した何々より寄付する」とか、「この森を愛

した何とかの息子たちからの寄付」とか、いろい

ろと書いてある。そういうところに座って周りの

森を見ると、なかなかすばらしい。そういう蓄積

の力は、ちょっとかなわないと感じてしまう。

このように、あすに向けたまちなかでは、本当

の豊かさつくらなければならない。とにかく忙し

く走り回り、数字がイギリス以上になったとかド

イツ以上になったとか言っているけれども、本当

はもっと豊かになる方法があったのではないのか

と思うわけである。これからの日本はそういうこ

とを模索すべきところだし、東京の周辺にできた

住宅を中心にする都市はまさにそういうふうなア

-8-
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二れからのまちづくりは、生活者が主体であり、

テたちが自分たちのルールや仕組みをこしらえ

■‐く。もちろん自然体としての仕組みやルール

、二ヽ要である。そうすると、街は仕組みやルール

ニ (り をやるのかというとそんなことはない。ま

二つくりは人づくりという言い方をするが、まち

二 (り をやる中で人間が育ってくる。街というの

I〒民一人一人が芸術家になった共同作品であるc

‐.,歴史の物も残っているかもしれない、自然も

手るだろう、その中で自分たちがこれから積み上

―ていくものである。中世のヨーロッパの都市は、

≡争たちで都市法をつくっていた。その人たちが

1三 に一度広場に集まってくる。ヨーロッパの街
~冥
ん中の広場で自分たちでつくったルールを守

1二 宣誓をすることが市民の条件であった。自分
ン
1ち でゃっているという感じを持てないと、本当
~竜
情とか誇りは持てない。

二れからの街は、人間的な街、人間が住める街、

・■ |こ値する街、しかし、それをつくっていくの

I‐
‐
|ま |,住んでいる方々が共同してどうやってつ

Iて いくか、そのためには自治体がその中でや

:l‐ tき ことをもちろんやり、自分たちがどういう

:'な気持ちを持つか、ということが基本にあり、

そレて他のいろいろなところで協力しあうことが

_喜 になるだろう.

質疑応答

貰聞 1

1可回か「人間にとって快適な環境」という言葉

]́あ |)ま したが、日本ではこの環境というものを

「長しながら人間の快適なまちづくりをしているよ

'な気がいたします。また、人間にとって快適な

三活はどこかで我慢をしていかないと、本当の意

=示でのまちづくりはできないと思っております。

田村先生は我慢という部分でどのように考えてい

るのでしょうか。

返答 1

大変本質的なご質問ですが、先ほど私が環境と

言いましたのは、もちろんそこにある自然、水、

緑、空気、その他にそこに住んでいる生物たちも

当然に入っているわけです。様々なそういう生態

的な環境の中に人間が住んでいる。そういうとこ

ろを余り侵し過ぎてはいけないだろうというご意

見だろうと思います。

次元が違ってしまって恐縮ですが、22世紀は

ブラノクの時代になるのではないかと思っている

んです。この前、西アフリカを見てまいりました。

そのときに冷房がほとんどなくて、あってもすぐ

に電気がなくなってしまう。その次にサウジアラ

ビアに行きました。同じような暑いところでもも

のすごく快適なんですね。アメリカ以上にすべて

が快適なんです。サウジアラビアみたいなことが

いつまで続 くかというと、それはせいぜい 50年

ぐらいでしょう。永久に未来永劫にできるという

ことはないんですね。我々がアフリカの生活がで

きるかというと、今の日本人はできないんじゃな

いですかね。白人もできなくなっているc快適な

中におぼれてしまったからできなくなっていると

思います。

でも、サウジアラビアの中でも1つ違うのは、

メッカと共存していることではないかと思うんで

す。メノカというのは、ご承知のとおりにお祈り

をするところです。イスラム教徒でない限り外国

人は入れません。この国は徹底 したイスラムを

やっているわけですねc片やものすごく快適にや

る、片やそれの抑えとしてそれこそ徹底的に我慢

する。例えば、ラマダンという断食を 1カ 月しま

す。宗教の中で何とかぜいたくな生活を抑えてい

るわけですね.西アフリカは、本当に貧しいです。

しかし、ものすごい生活力と生命力がありますね。

それでは日本はどうなのか。日本はアメリカ的に

なってしまって、我慢という仕組みもない。サウ

ジアラビアは我慢の仕組みを持ちながら、快適な

ところもあって、100パ ーセントおぼれていませ

んね。日本は 100パーセントおぼれてしまう方に

行っているから、駄目になるのが早く、それは考

えなければいけないんじゃないかなと思っていま

す。

次元の違う話をしましたが、22世紀を生き延

びていくのは、全体の文明として白人世界が非常

に快適生活の中に慣れ過ぎてしまいましたから、

全然違う次元になりそうだなと思っています。そ

-10-
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の目線のところに水辺があるのはすごくいいなと

思っています。

2番目の市民参加云々というのは、私どもは長

い間実践をしてみたり、理屈を言ってみたりさん

ざんやっています。どういう方法がいいかは一概

に言えないんですが、やはり基本的には自治とい

う問題なんですね。現在、我々が使っている日本

国憲法の中に地方自治とわざわざ一章入っている

んです。これが今の憲法の中にわざわざ入ってい

るというのは、ひとつの特色です。ただし、実際

はそうはなっていなかった。

でも、いろいろなやり方があると思います。役

所に関係なくやっているのもありますし、役所と

関わりながらやっているのもあります。最近はN
PO法が成立したり、様々な形があるので一概に

は言えませんが、そういう多様性が市民活動の一

つだと思います。ただし、中央官庁はともかくと

して、自治体はお上ではありません。憲法に書い

てあるとおりに、市民がつくっている市民政府だ

と私は思っております。その市民政府を市民政府

にするというのは、自治の問題として選挙とかい

ろんな形で自分たちのものによりよく近づけると

いうことは政治的にもありますし、そうじゃない

ところでも日常的な形でいろいろあるのではない

かなと思います。

明治以来からの自治はどういうふうに扱われて

きたかということが未だに残っていますが、建前

上ははっきり変わっている。それを変えるチャン

スは様々な機会にあるのではないかなというふう

に思います。

-12-
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松岡 宏氏

○松岡 それでは第 2部のパネルディスカッショ
ンに入りたいと思います。

最初に先生方からいろいろと問題提起をしてい

ただきたいと思います。申しわけございませんが、

1人 10分程度でお願いしたいと思います。

それでは、岸井先生からお願いいたします。

国総合開発計画の第 5次ですね。それを受けまし

て、新しい首都圏整備計画づくりが進められてお

ります。恐らく今年一杯、あるいは今年度一杯で

何らかの方向が出ると思われます。その際に、議

論をしております社会の状況としましては、1つ

はいずれ首都圏の人口圧力も衰えてくる、あるい

は首都圏の人口もピークを迎える時期がくるとい

うことでございます。これまでは、我々は大変多

くの方たちが東京におこしになる、あるいは東京

で新しい住宅を求められる。これをいかに制御す

るか、いかにそれのために受け皿を用意するかと

いうことに必死に努力をしてきた時代であったと

私は思っております。昭和 30年代の高度成長以

来、数多くの方が東京、あるいは大阪におこしに

なりまして新しくお住まいを求められる。それに

対して道路、公園、下水道を初めとする生活の基

盤となるべき施設をどのようにして提供するか、

これが大変大きな課題だったわけでございます。

それが人口圧力が減ってくるということは、ゃゃ

一面寂しいような気もしますけれども、実はいよ

いよ本格的にまちづくりに取り組める時期を迎え

ると私は考えております。これまでは、圧力に対

して受け皿を用意するということが大変大きな課

題だったわけですが、いよいよ本格的にまちづく

りに取り組める時期を迎えつつあるのではないか

という認識でございます。

そういうふうに越谷を見た場合には、東京に働

きに行くために住まいをここに求めるという段階

から、越谷を生活の拠点として、越谷市のポジ

ションを十分に活用して楽しい生活を送るという

ことが当然と求められてくるだろうと思います。

我々の日はどうしても東武線をたどって東京の方

へ向かうわけでございますが、よく見ますと、実

は東の方にまいりますと野田市とか、常磐新線が

出てまいりますと柏に東大が移転をいたしますの

で、その関連で柏市が成長するだろうと思います。

さらには西の方へまいりまして、今工事が進んで

おります大宮の新都市拠点、いろいろな政府系の

ものが入ってくる。横方向のつながりがかなり見

えてくるわけであります。いろいろな可能性を

我々に提供してくれるという意味では、楽しい生

活が待っているという気もいたします。

，
苺
一
摯

〓
摯
，
■

岸丼 隆幸氏

○岸井 今回「あすに向けたまちづくり」という
ことで、市が次の総合振興計画をおつくりになる

時期、そのスタートに当たってどういう議論をし

ようかということが今日の話題であろうと思いま

すので、私なりに最近感じておりますことをお話

をして問題提起とさせていただこうと思います。

1つは、社会の大きな枠組みについてどういう

ふうに変わりつつあり、越谷はどういうふうな状

況を受けているのかという認識であります。越谷

市は、人口5万人弱で市制をしいて今は30万人

と、急速に人口が増加をしてきた。これは当然越

谷市の理由というよりは、首都圏全体の人口圧力

によって越谷市も成長を遂げてきたということで

あろうと思います。では、東京圏はこれからどう

なるんだろうか。越谷市はその中でどういうふう

な位置にあるのかについて考えるべきであろうか

と思います。

現在、国の方では五全総といいましょうか、全
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:り∫|)対」′OS°準季、べ彙ra⑫97γ瓢|マ断1孝
研〉η!伴〉↓よ半」七iliftt1111ア|■lli浙砂γ聯⑦砂⑦

"第

||°γユfヽ、彙
「
FI以⑦9⑦

(`、
γ ttT(」

｀
FIΨ

りFキキ4 ⑦t手|||,⑦9｀多準準
`i鮮

)。il::1孝4-κ
ルヽへヽAヽ

“

ンダヽン,17で(`メ|||,,1昇(ρl:ド|、⊇̂イ(凋|´半
｀
F)]199'・準手、ヘド、r),そ輛〔口磁Y°準準(lγ)
17ゞ筆郷)a rl剥Y7前砂γ営⑦秘⑦〕

`翼

Y市凶
｀
利〕

`;%1早

ヨヽ′,1昇⑦コ:辞｀
7季
(■
)(1677孝rllll l

Aヽマヤ
『
|)暑||||↓001)γコ!1予にヽlr夕(`Ⅲ

“

準
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は、野島先生お願いいたします。

野島 正也 氏

○野島 文教大学に勤めて 20年 ちょっとになり
ます野島でございます。文教大学は元荒川沿いに

ありますが、大変落ち着いたところで、桜がいい

んですけれども、私は菜の花の時期が一番好きで

す。学生は、都会的なところがないと言って物足

りなさそうですが、送り出す父母からみますと、

あんな安全でいいところはないそうです。

私は社会学が専門でして、いろいろなことを調

査し、分析して学生に伝えるということをやって

まいりました。特に、地域サークル活動ですとか、

あるいは市民活動に関心を持って、その領域でい

ろいろとインタビューをさせていただいたり、ア

ンケート調査をさせていただいています。公民館

の学級などにも年に何度か伺っています。

そこで感じることは、公民館の活動とか、ある

いは地域ボランティア活動ですとか、そうしたと

ころでの活動が非常に活発になっているというこ

とです。卑近な例で恐縮ですけれども、例えば私

の配偶者は、音楽のサークルに入っています。非

常に熱心でして、週に2回 ぐらい公民館に行くん

です。夕方になるとさっと出かけるんですね。前

は食事の支度をしていたんですけれども、今は全

くやらないで、息子と2人で今日どうしようかな

んてやっています。

文化活動とかボランティア活動とか熱心にやっ

ていらっしゃる方は多いと思います。その流れの

中で感じますのは、家庭ですとか、あるいは仕事

以外の活動を片手間の活動としないで、非常に熱

心に関わっていく、そういうライフスタイルがだ

んだんと定着してきているのではないのかなと思

うんです。よく余暇という言葉がありますけれど

も、余った暇ではなくて、まさにそこにきちっと

足をつけて、仕事あるいは家庭と共にその活動を

大切にしていく、という考え方だと思うんです。

これを私なりに、「二足のわらじ」という言葉で

考えました。余りいい言葉ではないかもしれませ

んけれど、とりあえずそういうことで紹介したい

と思います。

1足は、家庭、あるいはご近所との関係、ある

いは仕事。もう1足は、地域の活動だと思います。

2足 目は家の中での様々な活動とは全く違って、

自由にいろいろと選べる。また、仕事の関係です

と上下の人間関係が非常に多いんですけれど、地

域の中では、いわば横のつながりの中で関わって

いけるわけですね。2足 目の領域が広がってきた

一つのきっかけというのは、自分が外に出たいと

いう気持ちもありますけれども、外のいろいろな

団体、グループ、サークルなどがだんだん多く

なってきて、自分が関わりたいと思うようなグ

ループが近所の中で目につくようになったという

ことがあると思うんです。誘いをもらうとか、あ

るいは広報などでそうした情報を得て、そこに関

わっていくということができやすくなってきたん

だろうと思います。これからのまちづくりを考え

ていったときには、一つは従来の家庭、仕事、家

事、そういうところに足をついた形での活動と、

これから増えていくであろう市民活動があり、市

民として今までの足場とは違ったところでもう一

つきちっと活動の場を持っている。そういう形が

街の中で定着していくんだろうと思っています。

そのためには、まず地域のグループが自立してい

ろいろなことをやっていくことが非常に大事だと

思います。多くの市民はそういう気持ちはあるけ

れども、グループのマネージメントまで含めてで

るきようには必ずしもなっていない。この当たり

がこれから10年、あるいは15年 ぐらいの一つの

課題になっていくのではなかろうかと思います。

家から出る、あるいは仕事中心の生活から市民

活動を求めて出ていったときに感じますのは、不

安だと思うんです。地域に出ていったときに必ず

しもいいことばかりではなくて、世の中にはいろ

いろな人たちがいますので、いやな思いの 1つや

2つ必ず体験するわけです。そういうことを体験

していかないとその次のステップにはなかなかい
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をよりよいものにしながら、 1司時に住まいだとか、

子育てとかそういった暮らしのところで豊かさを

実感できるように両方を追求していくことが問わ

れていると思います。子供の問題だとか、高齢者

の問題とかいろいろありますけれども、人と人の

関わりが希薄になっていて、地域のつながりが崩

壊しつつあります。新しい地域のつながりをどう

つくるかが一方では求められている、ということ

が今日の社会福祉を考える基盤としてあると思い

ます。それから、先日厚生白書が出ましたけれど

も、サブタイトルは少子社会を考えるということ

で、結構読み本としてはおもしろいので、読んで

いただくとおもしろいかと思いますが、その中で

も少子、高齢、そしてそれに対してどういうふう

に福祉の政策をつくっていくか。しかもそれを一

般の市民、当事者を合わせた参画というものでど

ぅっくっていくかということがテーマになってい

ると思います。つまり生活、福祉を基点にしたま

ちづくりということです。

先ほど労働の話を申し上げましたけれども、ま

ちづ くりの中で従来は、ずっと地元に住んでい

らっしゃる方とか、日常的に長く生活をしている

専業の主婦の方などが多くまちづくりをするのに

主体で今まできた時代があったと思いますが、や

はりこれからは働 く人たちも地域に引き込みなが

らやっていく時代になっていると思いますので、

そういう意味では、あらゆる年齢層、性を問わず、

まちづくりにどう積極的に関わっていくかという

ことが問われていくと思います。

福祉の中では、特に少子、高齢という問題を機

軸に政策が大きく転換をしておりまして、地方分

権化、市町村の役割が重視され、そして施設中心

だったものが在宅といいますか、地域型の生活支

援システムをどうつくるかというところに移って

きております。ただ、財源に限りがあるというこ

とがよく言われまして、そういう意味では利用者

負担 という考え方も大きく導入されて、昨年の

12月 に介護保険というものが導入されたわけで

す。それを皮切りに社会保障の全体的な構造改革

が進んでいるわけです。しかし、日常生活の視点、

利用者の生活からみると課題は大きい。越谷の高

齢者の中で寝たきりの方が 687人で、そのうちの

7割が女性でありまして、一人暮らしの 8割は女

性なんだそうです。そういう意味では、地域の中

でどうそういった方々を支えていくかということ

が、非常に中心的な課題になっているんだろうと

思います。

最近、福祉のまちづくりの中でよく言われてい

ることは、ハードのみならず、赤ちゃんを育てる

とか、お年寄りが多くなるという社会の中では、

日常生活圏が非常に重要になってくるc,つ まり、

歩ける範囲で日常的ないろんな支えが得られるか

どうかということが、非常に重要になってくると

言われています。そういうふうにして考えていく

と、いろんな自治体などでまちづくりの取 り組み

がある中で、先駆的なところというのがあります

が、そういうところを見てみますと、自分たちの

地域の問題、自分たちの地域にいる寝たきりのお

年寄りをどう支援するかということを主体的に問

題の解決まではしなくても、問題を共通認識して

いく、そして議論していく、自分たちができるこ

と、あるいは行政にどう伝えていくか、行政の方

を呼んでデイスカツションをする、行政をパート

ナーシツプといいますか、そういう中でまちづく

りを展開しているところがぼちぼち出てきており

ます。そういう意味では、社会福祉の施設も上か

らでき上がってくるものではなくて、自分たちが

高齢期になったら利用したい、自分の親を利用さ

せたいと思えるような施設をつくり、あるいは自

分たちが利用できるようなヘルプサービスの質を

確保していくことが必要になってくるわけですか

ら、自分たちの福祉のあり方を日常生活圏を拠点

に展開していけるような、そういうものを機軸に

したといいますか、そういう要素を入れたまちづ

くりの展開がこれからは必要になってくるのでは

ないかと思っております。

そういう意味では、もちろん行政の縦割りなど

と言っている時代ではありませんで、今行政も大

きく変わってきています。昔は役所にいた行政の

人たちが、今はどんどん地域に出て行って、住民

と一緒に地域の問題を解決する一つの資源になっ

てきているところもあります。そういう意味では、

行政が何かをしてくれるというのではなくて、む

しろもっと我々が自分たちの地域の問題、福祉の
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まれていてキラキラキラキラと見えます。もっと

も透視度の高いのがシベリヤのバイカル湖で、こ

れが六十数メートルと聞いています。日比谷線に

乗っていますと、日本エレベーター製造の試験塔

が見えますが、あれが大体 80メ ートルですから、

上から見て下にある 1円玉が見えるわけです。そ

れぐらい水がきれいです。

その他水質検査として、ペーハー (pH)の 間

題、酸・アルカリの問題、これはまあまあ中性に

近 くなっています。アンモニアの問題、BODと

言いまして、生物酸素要求量、この数字も一昨年

の数字で 7.4です。この数字は大きいほど悪いん

です。これが少なくなってくればいいわけです。

ワーストナンバーワンになったのは、奈良県と大

阪の境にある大和川です。綾瀬川がナンバーツー

になりました。お隣の草加市では非常に喜んで、

イベントをすると言っていましたが、数字はそれ

ほどよくなっていないんです。大和川の方が悪く

なったんです。

鳥も9種類綾瀬川のほとりにおります。私は今

年の 5月 に塊戸橋下流でカワセミを見ました。そ

れから、夕方フラフラ歩いている男の人が焼き鳥

を持っていましたので、これで約 10種類になり

ますね。

それから植物も9種類。蒲生という土地は、ガ

マという草からきているんですね。大ガマ、小ガ

マ、姫ガマ、これがまた川辺に生え出してきまし

た。うれしいことです。

水中生物は18種類。コイなどいろいろおりま

す。去年の 12月 に大変なことが埼玉新聞、読売

新聞、朝日新聞などに載っておりました。釣りを

していた人が魚が自くなって浮いているというこ

とで、これは大変だ、青酸カリでも流れているん

じゃないかということで、すぐ110番 をしたわけ

です。警察がバケツで汲んでいました。何をして

いるんですか、と聞いても警察ですから何も言い

ません。そうしたら今度は環境保全課に電話が

いったわけです。調べてみたら、青酸ではなくて、

水の中の酸素が不足してきて魚が呼吸困難で引っ

くり返ったということなんです。ある新聞では、

5千匹、ある新聞では3万匹、朝日新聞は20万匹

と書いてあります。しかも、記事が「越谷市蒲生

愛宕町の綾瀬川」と書いてあるんですね。綾瀬川

の蒲生愛宕町付近というんでしたらいいんですが

ね。

今、愛宕川にコイが200～ 300匹入ってきます。

それは水質浄化のためにつくったところの下流に

産卵に上ってきております。この前ある人が釣り

をしていました。私も釣ってはいけないと言えな

いから、「その魚は食べられないと思いますよ、

放していって下さい」と言いましたら、「承知し

ていますよ」と言った。そうしたら隣の南町のあ

る人が通りすがりに、「その魚は水道の水で3カ

月飼っておくと、食べられるよ」と言うんです。

私の気持ちも知らないでおせっかいな。

去年は、80 cm位の色コイを釣って、ゆうゆう

と誇らしげにぶら下げて行くのを見まして、腹が

立ちました。かわいそうにと思いました。

越谷には環境保全課に関係したこういう環境問

題に取り組んでいる団体が 70近 くあります。そ

のうち自然関係に取り組んでいるのが 14、 残 り

が廃棄物の問題、あるいはリサイクルの問題等に

取り組んでいる団体がありまして、非常にありが

たいと思いますが、もっともっと増えていった方

がいいと思います。

市長さんがあすに向けたまちづくりで、住んで

よかった、暮らしてよかったまちとおっしゃって

いますが、 “暮らすなら越谷"になるにはどうす
べきかということです。実はこういうふうに魚が

引っくり返って死んでいても、子供たちはテレビ

で人を殺す場面を見ていますから、全然知らぬふ

りをしているんですね。これでは私は将来が怖い

ような気がするんです。越谷のまちづくりの中で

も基盤整備の関係で、ハードの面がどんどん進ん

で、緑がどんどんなくなっていく。実は、私は新

潟県新発田市の生まれで、山紫水明のよい故郷だ

と思っていて、以前越谷の環境を否定していまし

た。こんなところで子供がどのように育つのかな

と思っていましたが、考えてみるとうちの子供は

ここで育ったんですね。越谷の子供に写生をさせ

ますと川を黒くかくんです。水色を知らないんで

すね。ある心理学者が子供に絵をかかせたら、子

供の絵が荒れている。攻撃的な場面が非常に多い

ということをある新聞で読みましたが、やっぱり
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してここに住んで、ここで子供 2人を育て、今に

至っております。子供たちは、プレハブの教室で

勉強し、また下水の騒ぎや、産業廃棄物が何とや

らという騒ぎも起きて、私自身は田村先生が先ほ

どおっしゃったように、老後を住むときにどう

しょうかな、この越谷は老後を住むのに値する街

かなというふうに思いながら今住んでいる状況で

す。

私は、今東京都がつくりました男女平等のため

の施設であります、東京ウイメンズプラザに勤め

ておりまして、十数年男女平等推進の仕事をして

おります。2年前から越谷市の男女共生まちづく

り推進市民会議の専門委員として関わらせていた

だいております。

皆さんは、越谷市の男女共生まちづくり推進市

民会議というのをご存じでしょうか。実は、今日、

今年度の新しい委員の方 25名が公募で決まりま

した。私も全国のいろいろな情報を集めているの

ですが、越谷市ほど男女共生のまちづくりに画期

的な組織を持っているところはなかなかありませ

ん。25人 もの市民を募集して、そして行政と共

に男女平等のまちづくりを進めようという市は、

めったありません。私はこのことは越谷市で誇る

べきことだと思います。

この「越谷市男女共生のまちづくり推進市民会

議」は、市民会議と言わせていただきますが、こ

れもご存じでしょうか、「越谷市男女共生プラ

ン」というのがありまして、ここにはまさしく男

女共同参画のまちづくりの推進という項目があり

ます。一つは、多様なライフスタイルに応じた地

域参加の促進、活動交流ネットワークの促進とい

うように、方針決定の場合の女性の参画などをう

たったプランがあります。これを市が今推進して

いるところですし、次の年に向かって新しい計画

もつくり始めるということをやっております。

今回、この会議に「女性の視点」でまちづくり

について考えてみたいなと思って参加しました。

女性の目で見るまちづくりとか、女性の視点でと

いうことをこの頃よく聞かれると思います。とき

どき女性は生活者の視点であるとか、女・子供・

年寄りみたいにくくられて弱者の視点であるとか、

エコロジーの視点であるとかということもよく言

われます。確かにそういう一面もあります。ただ、

それで限定されるとやっぱりいやだなという気も

あって、女性だってここで生きていて、いろんな

ことができるのよと言いたいと思うんです。男女

共生というのは、女性だけではなくて、男性のこ

とも考える6そ して、もう女性は、それこそ戦後

靴下と何とやらで、強いですよと私はよく言われ

るんですけれども、実状はどうでしょうか。果た

してこの社会は、女性が自由に発言でき、女性が

発言したことがきちっと受け入れられている社会

だ、というふうには私はとても思えないのです。

例えば、これは卑近な例ですけれども、このま

ちづくりの会議に参加する前に、何人かの女性に

「どんなことを言って欲しいですか」と聞いたと

きに「私たちはいろいろなことを言って、いろい

ろなことをやっているんだけれども、なかなか上

の方にはいかないのよね」ということなんですね。

この「上の方にいかないのよね」というのが実感

だろうと思います。例えば、町内会のことを皆さ

ん思い出していただけますでしょうか。今 360ぐ

らいあるとおっしゃいましたけれども、会合に女

性がたくさん出ていると思うんですね。ところが、

名簿を見てみますと、みんなつれあいの男の人の

名前になっている。だけど、実際にいろいろ町内

会の仕事をやっているのは女性であって、そこで

決められたこともかなり女性の意見が反映されて

いると思うのですが、なかなか町内会長にもなれ

ないし、何だか長とつくものは全部男性であるよ

うな形が多く見られるのではないでしょうか。確

かに、先程の女性の方達の意見はもっともだなあ

と思います。

私は、まちづくりの参加に女性の視点をという

ことも言いたいんですが、「女性の視点を」とか、

「意見を反映して下さい」ということだけではな

くて、確実にシステム化をしていただきたいと

思っています。まちづくりを支えるシステムの中

に女性がきちっと参加していく。その参加してい

く方法として、確かにこれから何かまちづくりに

向かっていろいろな会議が開かれるでしょう。多

分、越谷では「越谷市男女共生プラン」もありま

すので、何人かは女性が委員として入る。今ここ

は2人入っていますね。こういう形でちゃんと女
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ウォーキングなどをして歩いているけれども、な

かなかトイレの問題が困るということ。それから

道路について、先ほど大きな道路の整備の話があ

りましたけれども、大きな道から行く小さな道、

その小さな道こそ整備してもらいたいということ

がありました。それからベビーカーで通るとき困

るので平らにしてもらいたい。それから騒音の問

題。それから電線がなくなるような美しい街にし

てもらいたい、駅前の駐車場とかモラルの問題も

出ておりました。公園にベンチが欲しいとか、事

ほどさように皆さんはたくさんの意見を持ってい

まして、ちょっと聞いてもこれだけの意見が出て

くるということで、まちづくりに関する並々なら

ぬ女性たちの熱気を是非伝えたいと思います。

○松岡 どうもありがとうございました。今出さ
れた 5人の先生方のお話を簡単に整理しておきま

すと、岸井先生からは、越谷のまちづくりはこれ

から本格的に取り組む時期にきた。その意味では

非常にいい時期で、この時期を大事にすべきでは

ないか。大きな意味での問題提起というか、励ま

しみたいなものがあったと思います。その中で特

にポイントなのは、個性と連携という言い方で出

ていました。それは、越谷の特徴として30万だ

けれども、小さな都市を連携したような形で 30

万人になっている。この構造を大事にしながらま

ちづくりを行っていくべきだ。越谷市は、5万人

ぐらいの都市が 6つ ぐらい合わさっている。その

5万人ぐらいの持っている個性を大事にしながら

どう連携していくか。これがバラバラでは困るの

で、どこかでそれぞれのところがうまく交流しな

がら、連携も出来る要となるような空間をつくっ

ていったらいいだう、というような話だと思いま

す。特に、焦らずに、まちづくりは時間をかけて

やれば必ずいいものになるんだからということで、

神戸などの事例を出していただきながら話をいた

だいたと思います。これからは今までの都市のあ

り方、首都圏の構造のあり方も大きく変わるので、

それを見据えながら今言ったようなことを大事に

しながらまちづくりをやられたらどうか、という

話があったと思います。

それから、野島先生の方から、一言で言えば二

足のわらじという言い方をされていましたが、人

と人との関わりの文化を大事にしていくべきだ。

大体物ができまちが出来て、その後どう運営し、

管理していくか、どうやってそれをルールにして

いくかということが、その後で非常に重要となる。

その要が人と人との関わり方で、それは文化と言

えるようなものだ。それをどう越谷でつくってい

けるかという話だったと思います。人と人との関

わりをつくる文化というのは、多分、どうルール

をつくって、街をどう運営して活用していくか、

先ほどの田村先生の話と重なるような問題提起で、

そこを大事にしたらいい、それができないわけが

なく、かなりそういう芽が今越谷にできている、

という話だったと思います。

それを受けて山田先生は、そういう文化をシス

テムというかパートナー、要するに福祉の例を挙

げながら、そういう文化を具体的に形にしていけ

たらよい。どういうことかというと、今までの人

と人とのつながりは、ある意味ではサークルとか

のつながりで、地域というよりもある人とあると

ころで、決して地域でつながっているわけではな

く、趣味でつながっている。そういう意味では、

地域性が非常に弱かった。これからは日常生活圏、

歩ける範囲で福祉なども考えなければいけない。

いろんな課題もみんなそこでやっていかなければ

いけない。そうすると、そういうところは介護も

含めてどのようにしてできるのか。それは、恐ら

くこういう言い方が適切かどうかわかりませんが、

青木先生から出たように、いろいろと地域の中で

皆さんが参加をして、行政だけがやるのではなく

て我々もやる、というようなところのルール、そ

ういう新しい社会をどうつくるのか。今日、1部

の方で質問も出ていましたけれども、恐らくルー

ルとか参加の形はまだないと思うんですけれども、

それをどうこれからつくり上げていくのか、とい

う話が 3人の先生からあったと思います。

それを受けて澁谷さんの方では、いろんな事例

を挙げていただきながら、越谷の資源というか資

産みたいなものをいろいろ報告してくれたと思い

ます。一つは、綾瀬川の話もあるけれども、豊か

な自然と歴史、そういう地形を持っている地域だ。

この地形も大事にしなければいけないというだけ

ではなくて、人が資源としてあるではないか。そ
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その上で具体的に感じることを中しますと、ま

ず自分発といったときに、何を自分はやりたいの

か、将来に向かってどうなりたいのか、そういう

ことを私たちは余り言わないという暗黙のルール

があり過ぎたように思うのです。例えば、私が前

にPTAの役員をやったことがあります。しばし
ば会合があるんですが、皆さんその場ではほとん

どおっしゃらないんですね。解散して帰るときに

なるとお母さんたちがまとまって、いろいろな話

を始めて帰らないんですね。そのときの方がむし

ろ生産的な話がなされているのではないかと思わ

れるところがありました。やはり、私たちは思っ

ていることをしかるべき場所できちっと言うこと

が第一の自分発ではなかろうかと思います。

もう1つ c例 えばグループをつくって、自治会、
PTA、 あるいはボランテイアのグループと様々

なグループがあるわけですが、その中で組織の 1

人として何かの発言をしていくということがあろ

うかと思います。そのときに自分ができることは

ちゃんとできると言って手を挙げていくというこ

と、これは非常に重要だと思うのです。人が推薦

してくれたら私はやりますとか、はっきりと私は

これはできますとおっしゃらないということがあ

ると思います。もちろん自分よりももっとちゃん

とできる人がいればその人を推薦することは大変

大事なことだと思いますが。

体験したことですが、県のボランテイアの会議

がありまして、県内様々なところから活動家がお

見えになって、これから埼玉県でどのように活動

を進めていこうかということを討議していました。

その時の委員長の決め方なんですけれど、行政の

方が私に内々に委員長をやって下さいと依頼され

ました。まず委員長選出の話を切り出して、どな

たがいいでしようということになります。そうす

るとしばらく沈黙があって、その後委員の一人が

原案がないんですかと事務局の方に振 りますから、

そうしたら事務局の方で私の名前を出すと、こう

いう段取 りだったんです。実際、事務局がこのシ

ナリオをやり始めましたら、ある委員の方が発言

されて「そういうや り方はやめましょうよ」と

おっしゃるんですね。結局、それぞれの持ってい

る力量ですとか、経験ですとかを簡単に自己紹介

しながら委員長、副委員長を決めていこうという

ことになりました。結果的に私はそのとき委員長

になりましたけれど、その委員の発言を聞いて、

グループ運営をよく考えて活動されている方だな

あとつくづく感心しました.
人́
年もやはり委員長決めがありまして、誰かが

私のことを推薦して下さいました。私は自分なり

にできると思いましたから引き受けてもいいと

思っていましたら、他の委員が他の方を委員長に

推薦されたんですね.推薦が 1人だったらさっと

決まるのに、あなたよりももっといい人がいるか

らと言われますと、これは対抗馬が出たというこ

とになりますね。結果的にはまた私になりました。

その後他の人を推薦した委員に会いました。その

方は、「先ほどは失礼しました」と言われました。

本当はそうは思っていないと思いますけれどもc

社交辞令として。しかしその後の言葉が非常に印

象的なんです。「野島さんは、多分対抗馬を出し

てもそのことを受け入れてくれる人だと思いまし

たから、私は発言しました」とおっしゃったんで

すね。自分には事情があってできない、あるいは

もっといい人がいると思ったらその人をちゃんと

推薦する。こういうルール感。つまり、まず手を

挙げて、自分がやる、誰々がいい、そういうこと

をきちっと言っていくことがグループの中で人間

関係のルールをつくっていくときに非常に大手な

ことだと思います。

まとめて申しますと、簡単な話なんです。グ

ループの基本的なルールというのは、言わないよ

りも言った方がいいということです。それからや

らないよりやった方がいいということだと思いま

す。そういう大変基本的なことを私たちが実際の

生活の中で発言し、実行していくことが大事だと

思います。

○松岡 それでは、岸井先生お願いいたします.
○岸井 バックグラウンドのお話を飛ばしました
が、私は土木とか建築とか、いわゆる空間に関わ

ることをやってきております。今日は皆さんから

ソフトの部分のお話が出るだろうということで、

私自身はあえてハードに偏った話をするつもりで

来ておりますし、させていただこうと思います。

従って、参画をするとか、ソフトウェアが重要で
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香大きな問題は、街の商店街が死んでいる。空き

店舗をどうするんだという問題がたくさんござい

ます。越谷においても然りです。そういう中にお

いて、最近大店舗法が改正されまして、中心商店

街活性化法ができる。それから大店法の立地法案

ができる。こういう問題を越谷としてどう考えて

いくのか、これについて少しお話を賜りたいと思

います。

○松岡 その辺の話は最後のまとめのところでお
願いをしたいと思っております。他にどなたかい

らっしゃいませんか。

○会場 3 先ほどの質問と多少重なるところがあ
りますが、先ほど野島先生が言われた二足のわら

じの話と関連をしまして、人と人との関わりの文

化づくりで、今あるルールのつくり方も一つだと

言われましたが、私はそれも一つだと思うんです

が、もうちょっと違うんじゃないかという感じが

しております。それは、やはリコミュニケーショ

ンだという感じが非常にしています。今、本当に

一番少なくなっていますのは、他者がどうやって

出会って、お互いにきちんとした議論ができるか

どうか。例えばまちづくリーつとっても、今盛ん

にあちこちで行われているサークル、そういう人

たちが他者とどうやって出会ってまちづくりを考

えることが一緒にできるかどうか。私はそこのと

ころが、今私たちの側で言えばかなりのネックに

なっているのではないかと思います。そのことに

やはりどうやって答えといいますか、いいアイデ

アがないだろうか。私自身も今地域でそういう動

きを一生懸命やっていますが、いろいろなサーク

ルをやっている人たちがたくさんおりますけれど

も、これが例えばまちづくりを一緒に考えようと

いうところに、なかなか一歩踏み出せない、その

コミュニケーションがなかなかむずかしいという

問題なんです。そこのところで、何かいいヒント

があれば教えていただきたいと思っております。

○松岡 ありがとうございました。他にどなたか
ございませんか。

○会場4 これはコメントです。まちづくりとし
て、文化や福祉や生涯学習、その他の建物をぽつ

んぽつんと建てるのではなく、道路でつないで広

い面の中につくることが必要だと思います。保健

センター、公民館、老人センター、児童館、図書

館など1カ所でなく数力所もあるとか、家族でお

じいさん、おばあさん、子供、孫などそういうこ

とから地域の広がりが出てくると思います。

○松岡 ありがとうございました。
○会場 5 今の方の発言とその前の方の発言の人
と人との関わりとも重複すると思いますけれども、

人と人との関わる中で、今までは横のつながりで

同年代が多かったと思うんです。それを子供とお

年寄 り、お年寄 りと地域の方、いろんな方がご

ちゃ混ぜになってコミュニケーションが図れるよ

うに学校施設などの複合利用というんでしょうか、

そういうものを推進していただきたいと思ってい

ます。

○松岡 ありがとうございました。
○会場 6 今日の討論についてもう一度レビュー
したいので、何か報告、書かれた物が出ますか。

○松岡 それは後で市の方に答えていただくよう
にします。

○会場 7 蒲生に住んでおりますスガヌマでござ
います。やはりこういうパネルディスカッション

というのは、先生方がいらっしゃって、チェアマ

ンがいらっしゃって、テーマもこれだけたくさん

ありますから、なかなか意見というか、提案がク

ロスしない。ただ、お聞きしたことはそれなりに

いろいろ勉強になりました。

今まで越谷の歴史というのは、素晴らしい建造

物を建てて、アーバニゼーション、都市化をとに

かく急ごうと、そういう意味では草加よりも、あ

るいは春日部よりもやはり都市化ということでは、

全国670～ 680ある市の中ではなかなか近代都市

になったと思います。ただ、今度の新しい板川市

長さんは、越谷に住んでよかったと、人生のゲー

ムセットに当たって、あるいは今この瞬間でも越

谷に住んでいて、他に住んでいるよりもいろいろ

な意味でボランティアとか福祉の恩恵を受けられ

る、そういう市であることを他の市に住んでいる

人に自慢できるというのが一つのメインのテーマ

ではないかと思います。

私は、十数個ある公民館で、ありとあらゆる

サークル、ボランティア活動、勉強会、お年寄り、

若者にいろいろな機会を与えている、それが結構
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田村 明 氏

だけ活発にご意見が出る、ご質問が出るというの

はまずないんです。越谷はその意味では、日本一

ではないかなと思います。皆さんが意見を持って

いらっしゃる。しかも大変にこれから重要な問題

をたくさん言われました。市民というのは急に集

まったわけですから、その中で言いたいことも言

わなくて、みんなでただ我慢しているのではなく

て、大いに喧嘩もするcこ れができないと街が成

り立たないんですね。昔の村は、確かにそんなこ

とはなくてできました。でも、それができないん

ですね。先ほど戻ればいいとおっしやいましたけ

れども、そういう人たちが集まってしまったので

もう戻れないんですよ。でも、言いたいことも言

わなくてやるのではなくて、皆さんで言いながら

ケンカに終らせず、その中でお互いに理解し合っ

て、一緒にやろうじゃないかという気持ちは持っ

ている、ということが重要だと思います。これだ

け率直に言われて、なおかつ皆さんがそういう気

持ちを恐らく持っていらっしゃるのではないかな

と思います。私は日本全国回っておりますけれど

も、素晴らしい街だなと思って、非常に感心いた

しました。

○松岡 どうもありがとうございました。
幾つか質問が出ておりましたが、具体的にお答

えした方がいい質問については、ここでお答えし

ておきます。

1つ は、本日のまちづくリフォーラムの内容に

ついてまとめたものを出すのかという話がありま

したが、市の方では、報告書を作成する予定にし

ているようです。要約みたいなものについては、

広報、ないしインターネットのホームページに掲

載しますので、どなたでも見られるように処理し

ますということです。

それから2つありまして、1つ は商店街の話と、

もう1つ は、コミュニケーションをどうしたらい

いかという話がありました。この 2つ について、

先生方から個別にご意見を伺って、それからいろ

んな意見も出まして、その意見についてどう思う

か、お答えして欲しいというご発言もありました

ので、最後に先生方に感想を交えてまとめみたい

なものを発言していただきますので、それに代え

ていただければと思っております。

まず最初に、商業施設についての話ですと、岸

井先生が一番適任ではないかと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

○岸井 今、全国同じように商業問題は大変ホッ
トな話題です。大規模小売店舗法の改正が出るた

びに日本中でこういうふうになるわけであります

が、私の個人的な意見を申しliげますと、商業は

基本的には競争です。それについて、公共側がど

うこう言うのは必ずしもプラスではないだろうと

思っております。ただし、実体的に今どういうこ

とが世の中で起きているかといいますと、従来商

業が集積 していた中心市街地では、人口が減少を

して、残っていらっしゃるのは高齢の単身者が非

常に多いということです。高齢の単身者の街に

なってしまった。これは非常に危険である。防犯

上、防災上も危険ですし、街のバランスとしても

よくない。そういう意味では、中心市街地につい

ては我々自身考えるべきだろうと思いますし、私

自身は、駅前の商店街という空間は、日本的に非

常に意味がある空間だと思っております。

先ほど途中を飛ばしてコンパクトな街がいいと

思っていますというお話をしましたけれども、私

自身はコンパクトな街をつくるべきで、駅前商店

街は交流の広場としては非常に意味がある。ただ

し、残念ながら商売の環境としてそれが勝てる環

境かどうかというのは努力にもよりますし、今の

ままではなかなか厳 しい。つまり、何時まであい

ているかもわからない、そういうふうに個々人の

方たちがバラバラのままでは、郊外のシヨッピン

グセンターに勝てるはずがない。最低皆で協力し

て、ショッピングセンターでやっている程度のこ

とはまずゃっていただかないと話は始まらない。

さらに言いますと、もし越谷が郊外シヨッピング
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どは特に、やはり制度として確立しなければなら

ないところがありますので、行政はそういう意味

では、自分で情報を取 り込めない方々の家まで

行って、具体的な情報を提供するようなシステム

も一方でつくらなければならないだろうと思って

おります。喧嘩のできる地域づくりを期待したい

と思っております。

○松岡 野島先生お願いいたします。
○野島 先ほど関わりの文化ということを申し上
げましたけれど、先ほどご発言をいただきました

が、コミュニケーションという言葉に置き換えて

も全く同じだと私は思っています。コミュニケー

ションというのは、言葉だけではなくて、一緒に

活動したり、あるいはお互いに慰め合ったりとか

励まし合ったり、これもコミュニケーションで

あって、そうしたコミュニケーションの総量がま

だまだ私たちには不足している、これから発展で

きるのではないかと思っています。

それから、喧嘩ができるということ、まさにそ

のとおりだと思います。先ほど私は子供たちの遊

びになぞらえてすり傷といういい方で申し上げま

したけれど、例えば子供の喧嘩を見ていますと、

何かこういうものが欲しいとかで喧嘩をするので

あって、欲しいと思わない人たちは喧嘩しないわ

けですね。欲求を引き出す共通の関心を私たちが

持っていること自体非常に大事なことだと思いま

す。喧嘩をする場合、その前提には共通する関心

や欲求がないと喧嘩にならないということだと思

います。だから、例えば越谷で何か 1つの問題に

ついて意見が相違するといっても、お互いに越谷

が好きだとか、越谷の発展に関心があるというこ

とが前提になければ喧嘩にならないだろうと思い

ます。ですから、その前提をお互いにつくりなが

ら、これはコミュニケーションということだと思

いますが、その上で喧嘩をどんどんやっていくこ

とが必要だろうと思います。

もう1つ。先ほどご発言がありましたが、とな

り近所とか家族の問題、これは非常に大きな問題

ですが、それでは20年前、30年前の状態に私た

ちが戻ることができるかというと、必ずしもそう

ではないと私は考えています。例えば、公民館で

おやじの料理教室とかがあったりして、そういう

ようなところであなたもこの近くですか、という

会話が交わされ近所の関係に戻ってこられる。そ

ういうようなことを考えますと、これからの家族

の価値とか、あるいはとなり近所の人間関係のよ

さをもう一度見直すきっかけは、その中にあると

いうよりも、むしろ一度、より広い地域の関係に

入っていくことで、もう一度家族・近隣の価値に

戻ることができる。

介護の問題なども出ていましたけれど、それを

考えるときにはやはり近所、あるいは家族だけで

は、その関わりの中で到底解決できない問題が出

てきます。家族、近隣、そしてもう一つ大きなサ

イズの地域の中で進んで関わりを持っていくこと

がよリー層大事になるのではないかと思っていま

す。

○松岡 どうもありがとうございました。岸井先
生お願いいたします。

○岸井 越谷市は東武鉄道が引かれてほぼ100年
経って、ようやく鉄道が上がって東西の街が一体

になった。また30年に市制をしかれて40年経っ

た。40年前市制がしかれた頃に最初にまちづく

りを考えたとき、この辺の地域は工業を一生懸命

導入しようというプランでした。それから一気に

ここまで走ってきたわけです。ようやく高架がで

きて東西がつながり、何とか水も昔ほどのことは

なくなった。昔はすぐに水に浸かっていたわけで

すから、それも何とか克服してきた。ようやく

21世紀に向かって本格的にスタートを切れると

きなのではないのかという気がいたします。

この時期に新しいプランをおつくりになるわけ

ですが、私自身は、最終的な報告書ができること

自体は余り意味がないと考えております。絵がで

きてもしようがないし、レポートができてもしよ

うがないので、問題はそれをつくり上げる過程と

それをまた見直す過程だと思います。報告書をつ

くったことに満足しないで、まず地域をよく見聞

きして、我々の思っている問題をまず理解する。

問題が理解できればかなりの部分は解決するとい

う気がいたします。21世紀に向かって、私たち

の子供たちが楽しく生活できる越谷市をつくって

いただきたいと思います。

○松岡 どうもありがとうございました。時間が
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市制 40周年記念 まちづくリフォーラム アンケー トより

答 (以下は、アンケー トの回答のままです )

●第 2次総合振興計画地区策定に参画しましたが、今日、市は着実に、確かな町づくりが実践されてお

ります。これも前市長のリーダーシップのもと、将来を見つめ、次年代の為に量より質に早期の転換

をはかり、すすめられた結果であろうと思います。

今回の「あすに向けたまちづくり」を市民参加による、市民の安全と、心地良い町づくりをめざして

スタートしたことは意義深いものであります。急がず、そして計画的なプランをもって、アメニテイ

な町づくりを期待致します。

●骨太の計画をするので、時間がかかるのは良くわかるのですが、もう少し短縮してもらいたい。

越谷市に住んで 50年昔父親が良く酒を飲みながら越谷の町づくりは将来このようになるのだと言っ

ていた。

′人、そのとおりになっている。子供ごころに、このおやじ何を夢のような話をしているのだと思った

が、その通りになった。長生きしていれば、今の越谷もみられただろうにと残念。

●小中学生から老人に至る道の人達の教育と指導参加を呼びかけて行 く事が未来への大きな役割をはた

して行くのでは。

今やらなければおそくなってしまう、後からの整備で。後始末では先進国の名に恥じる。親と子が一

体となって家庭から大きな声が持ち上がる様にしたいもの。

●越谷市に住んで約 25年近くになりますが、以前神奈川の川崎に住んでいた 20年前にようやくおいつ

いてきたかなと思います。

北越谷駅前は、少しも変化していません。もう下水工事は結構です。高齢化社会に対応できる、仲の

良い町づくりを目指せたら良いと思う !!

●市民はいろいろな意見をもっています。第 3次総合振興計画のさくていにあたっても、市民のいろい

ろな意見を聞き、すばらしいものができるよう願っています。

市からいろいろな情報を発信していますが、これを市民が自ら受信しようという気持ちを持つように

市側もPR等につとめてほしい。

●途中からの参加なので何と言って良いかわかりませんが、皆さんの意見にもありましたが「あすに向

けたまちづくり」ということなので教育関係の方の話等も聞かせていただきたかったです。学校の複

合利用という意見がありましたが地域と子供のかかわりが子供会だけでなくもっとあったらと思いま

す。もっと若い年代の方の参加もあると良かった。

●市民が安心して暮らせる町に期待いたします。今後の農業の在り方は ?都市と農村との調和のとれた

町づくり
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間  越谷市では、計画的なまちづくりを行うため、西暦 2000年 (平成12年)を スタートとする第
3次総合振興計画の策定に入ります。そこで、今後の市政に対する、ご意見、ご要望など、

どんなことでも結構ですので、お書きください。
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⑤公園の砂場に日陰 (藤棚)な どをつけて欲しい。バスケツトゴールなどの遊具 (小 さい子用、大き

い子用別々に)、 のぼりおりしてあそべる階段なども欲しい。

O田んぼがどんどん消えて行くのがとても残念です。「農家への市民ボランティア」あれば参加して、

農家へお手伝いに行ってみたい。

●開発とは緑をへらし自然をこわしてそのぎせいの元に出来ているように思います。だんだん緑が
へっ

て来ているように思います。そこで駐車場を作る場合は廻りに本を植えて持主において管理するよう

なしくみを義務付けたらどうでしようか ?

●コミュニケーションc民生委員組織の活用が望ましい。

●まちづくりは行政だけでなく、市民皆のまちづくりにしなければと思います。

●田村先生の住み心地の良いまちつかい (ま ちづくり)に合う環境豊かなまちづくりを主題にした第 3

次総合振興計画が望みます。

●最も重要な点は住民参加であろう。市の施策に、市民がどれだけ意見を言っていけるかで、今後の方

向が決まるのだと思うc、 ぜひ市民の声を反映できるよう審議会などの公募をすすめていってもらいた

い 。

今日のシンポジウムについては、障害者から見ての街づ くり、という観点がなかったようで残念であ

る。

●0シ ンクタンク等が行なう調査は誘導的にならないように注意して欲しい。一般的な項目でなく、越

谷市及び地域特性をしっかりふまえた項日で調査して戴きたい。

②全体計画を各地域の誰が調査するのか ?全体の整合性をどうするのか ?

③情報化に対応した話しがないっその他抽象的・観念的・雑談的なフォーラムであった。

●自然環境優先のまちづくりをしていってほしいと思う。私は平方に 13年住んでいる。来た時は今か

らでは想像もできないような自然があった。様々ないきものもいた。例えばヘイケボタルはたくさん

いた。最近ホタルの里づくりが流行っているが、やはり自然の状態で発生してくるものでなければ単

なる装飾品でしかない。自然の水路がコンクリート護岸化され、ホタルがいなくなってしまった今、

ホタルを放虫するのではなく、ホタルが発生するような水路に変えていけばいいと思う。

緑のネットワーク化をすすめてほしい。現存する自然を守りつつビオトープ (創造も含めて)ネ ット

ヮークを進めてほしい。

田村先生がおっしゃったように長い日でみれば、環境優先イコール人間優先となっているものである。

夏になると毎年行われる消毒 (殺虫剤)散布のあり方を考えなおしてほしい。可能ならやめてほしい。

人体への影響、生態系への影響。また、小中学校に行われる消毒は、児童に対してはかなり注意しな

いとならないと思う。また、学校ビォトープで生き物を呼ぼうとしているのに殺虫剤を大量に散布す

るとはどういうことか。

●意見が出せるための情報提供を十分行って下さい。
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